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Cover Photo Story
病院から老健サンライズヒルへ上がる坂道の途中。そびえたつ大桜は当院のひそかな名所です。
撮影日の3月下旬はまさに満開。モデルの2人を立たせてカメラを向けあーだこーだ言ってると、ふとした瞬間強風が。
舞い踊る桜吹雪にシャッターを押したのが今回の写真です。風と桜が撮らせてくれた一枚となりました。



筋肉の活動を
読み取り、電気
刺激を出力し
て随意運動を
介助する装置
です。

電 極 刺 激 で
「掴む、手放す」
を可能にする
手指の機能改
善の装置です。

NESS H200 IVES（アイビス）

2 くまりは広 報 誌

脳卒中リハビリテーションの 一日
医師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・心理士・看護師・管理栄養士・介護福祉士等のチーム医療によるリハビリ を提供し、早期の自宅退院・社会復帰を目指します。

1日2～4時間のリハビリにハイブリッド・リハビリテーションを取り入れ、患者様の能力や意欲を最大限に引き出 し、心身機能の改善と日常生活動作の向上を図ります。

1 くまりは広 報 誌

患者様やご家族の思いに寄り添い、
患者様がその人らしく、
幸せに生き生きとした生活を
送れるように支援します。

集
団
起
立
運
動

集
団
起
立
運
動

昼　　食 理学療法 心理療法 レクレーション創作・趣味活動

病棟練習
・更衣動作 ・トイレ動作
・整容動作 ・入浴動作 
リハビリ室練習
・機能回復（上肢）
・生活関連動作
・社会適応
・機能的電気刺激（上肢）

病棟練習
・移乗/歩行  ・基本動作

高次脳機能に対する
認知リハビリテーション

リハビリ室練習
・機能回復（下肢・体幹）
・基本動作
・移乗・歩行
・電気刺激治療器（下肢）
・下肢装具療法

・記憶、注意、
  遂行機能障害訓練
・カウンセリング

自
主
練
習
・
趣
味
活
動

・言語訓練
・発声訓練
・構音訓練
・実用的コミュニケーション訓練
・摂食訓練
・嚥下訓練
・嚥下電気刺激治療

※
下
記
参
照

多職種による食事観察
管理栄養士による栄養管理
看護師による摂食訓練

※
下
記
参
照

介護福祉士による
レクレーション活動

●リハビリカンファレンス （目標・入院期間）

●リハビリ回診 （ADL確認・リハ指示）

ハハイブリッド・リハ・リハビリテーションとは？ションとは？ リハビリ回診カンファレンスリハビリ回診カンファレンスハイブリッド・リハビリテーションとは、最新技術や機器等を複合して利 用するリハビリのことです。
異なったリハビリ要素を組合わせることによる相乗効果や患者様の意 欲向上が期待でき、リハビリを効果的に進めることができます。

●集団起立運動（ＡＭ11：30～12：00／ＰＭ15：30～16：00）下肢装具療法（16種類の装具を配備） ●歩行ロボット（ＨＯＮＤＡ歩行アシスト） ●免荷式リフト（POPO）
歩行時の股関節角度の

情報をもとにモーター

が最適な足の振り出し

と支持を行います。

・麻痺のある方も使用で
きます。（足固定装置とカ
フサポート付）

・脚力がない方も電動アシス
トでペダルこぎができます。

・高負荷・速度調整が可能
です。

・車いすに座って使用でき
ます。

・痙性を感知するとペダル
こぎが自動停止する安心
機能付です。

起立運動と歩行が早期
に可能になれば、食事・
トイレなどの日常生活
活動が飛躍的に向上
し、寝たきり予防と自立
した生活が可能になり
ます。

［免荷利点］

・歩行介助の方でも転倒
することなく、安全に歩
行が可能です。

・足が振り出しやすいです。

・骨折部位の免荷調整が
可能です。

・歩行距離を延長します。

・介助負担を軽減します。

●電気刺激装置
手技によって
誘発された動
きを反復する
ことで、麻痺の
改善に必要な
神 経 路 の 再
建・強化を促し
ます。

●ボツリヌス療法（ボトックス）
手足の筋肉を
柔らかくする
ことで、リハビ
リや日常生活
動作が行いや
すくなります。

●嚥下電気刺激治療器（ジェントルスティム）

喉に微弱な電流（干渉波）をあて神経に刺激
を与えることで、食物を飲み込む反応を速め
る治療機器です。

商標登録した熊リハパワーライスは中鎖脂肪
とプロテイン配合で低栄養を改善します。

・病棟カンファレンス　・摂食・嚥下カンファレンス
・摂食・嚥下回診　・NST回診

8:50

作業療法 言語聴覚療法

10:3010:00 11:30 12:30 13:00 14:00 15:30 16:00 17:00

●栄養サポートチームと嚥下チームによる
   積極的な栄養管理と経口摂取の推進

●脳卒中促通反復療法 （川平法）

商標登録した熊リハパワーライスは中鎖脂肪

●エルゴメーター 

リハ医

リハ医

栄養士
退院支援
看護師

退院支援
看護師

主治医

看護師

リハ医

PTOTST

心理士PTOTST

熊本リハ

・年齢：62歳

・診断名：脳出血（左被殻出血）

・障害名：右片麻痺、失語症、
高次脳機能障害

・急性期病院で手術し、発症
後13日目にリハビリ目的
にて当院入院

・入院2か月目の一日の様子

「脳卒中
になったら

、どんな

  リハビリ
をするの

でしょう？
」

　脳梗塞や脳出血、くも膜下出血…年間約29万人
の日本人が発症していると言われる脳卒中。
　発症して急性期病院での初期治療を受けた後、
多くの方が1週間程度で、リハビリ病院に転院を
されます。
　当院に脳卒中で入院された方がどのような一日
を過ごされるか、ご紹介します。

（セラバイタル）

リハ三郎さんの1日例

槌田 義美（リハビリテーション部技術部長）
山本 由佳（言語聴覚科 科長）
坂本 和歌子（総務課広報企画係）

企
画
・
構
成

※
下
記
参
照

巻頭
特集



　

当
院
の
手
術
部
は
手
術
室
・
血
管
治
療

室
・
中
央
材
料
室
が
あ
り
男
性
3
名
女
性
6

名
、計
9
名
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。中
央
材
料

室
の
業
務
は
２
名
で
担
当
し
、各
部
署
の
使

用
器
材
を
洗
浄
か
ら
滅
菌
（
無
菌
状
態
に
す

る
こ
と
）ま
で
行
っ
た
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
へ

お
返
し
し
ま
す
。器
材
の
量
や
種
類
で
状
況
が

わ
か
る
の
で
手
術
後
や
外
来
処
置
患
者
様
が

多
い
ん
だ
な
〜
と
、想
像
で
き
「
各
部
署
お
疲
れ
様
で
す
！
」と
い
う
思
い
で
す
。

　

手
術
室
で
は
、主
に
整
形
外
科
・
形
成
外
科
・
血
管
外
科
の
患
者
様
の
手
術
が
年

間
約
１
０
０
０
件
実
施
さ
れ
ま
す
。主
な
手
術
は
人
工
関
節
手
術
・
骨
接
合
術
・
植

皮
術
・
皮
膚
腫
瘍
摘
出
術
・
下
肢
血
管
バ
イ
パ
ス
手
術
・
静
脈
瘤
手
術
な
ど
で
す
。血

管
治
療
室
で
は
平
成
27
年
開
設
以
降
２
０
０
件
以
上
の
血
管
内
治
療
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。業
務
内
容
は
手
術
器
械
の
説
明
を
聞
き
、器
械
準
備
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
手

術
室
の
準
備
・
患
者
様
訪
問
な
ど
を
行
い
ま
す
。様
々
な
理
由
で
手
術
さ
れ
る
患
者

様
に
対
し
、で
き
る
限
り
元
の
生
活
に
近
づ
く
た
め
に
、医
師
は
高
度
な
専
門
的
技
術

で
治
療
に
あ
た
り
、私
達
手
術
看
護
師
は
そ
の
医
師
の
サ
ポ
ー
ト
が
出
来
る
よ
う
日
々

努
力
し
続
け
ま
す
。手
術
独
特
の
緊
張
感
の
毎
日
な
の
で
、患
者
様
や
医
師
か
ら
「
あ

り
が
と
う
」と
、感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
時
は
本
当
に
疲
れ
が
吹
っ
飛
び
ま
す
。

　

少
な
い
人
数
で
す
が
、全
員
で
顔
会
わ
す
の
が
、始
業
朝
礼
の
時
だ
け
と
い
う
日
が

あ
り
ま
す
。会
話
不
足
や
疲
労
か
ら
と
げ
と
げ
態
度
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、普
段
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
第
一
に
仕
事
し
て
い
ま

す
。会
話
や
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
の
多
く
が
お
笑
い

ネ
タ
で
大
好
き
な
俳
優
Ｋ
か
ら
家
族
・
癒
や

さ
れ
る
イ
ン
コ
の
自
慢
話
な
ど
。ラ
ン
チ
タ
イ
ム

を
利
用
し
て
部
署
異
動
や
産
休
入
り
の
ス
タ

ッ
フ
の
プ
チ
壮
行
会
も
し
て
い
ま
す
。昨
年
か

ら
、ア
フ
タ
ー
５
の
余
暇
活
動
で
院
内
で
行
わ

れ
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス
に
参
加
し
体
作
り
を
み
ん
な

で
始
め
て
ま
す
☆

介

新
任
医
師
紹
介

は
じ
め
ま
し
て
!!

西 佳子

リハビリ
テーション科

よしこにし

文：山隈和子看護部 中材・手術室お 仕 事 紹 介

企画構成：理学療法科／米﨑 真寿美
Hybr i d  Re ha b i l i t a t i o n

なになに？
ハイブリッド・リハビリテーション!!

川平法とは

川平法の仕組みと効果

当院での事例紹介 ～通常のリハビリに加え、促通反復療法を併用して改善した一例～

　川平法は鹿児島大学名誉教授、促通反復療法研

究所所長である川平和美先生が考案したリハビリの

手技で、脳卒中後の後遺症などで表れる麻痺に対し

て、意識的な運動（随意運動）を反復して行うことで

得られる脳の神経路の再建／強化を目的に、各関節の運動を繰り返し100回以

上行って効果を得るものです。先生には当院へ2015年、2016年の2度ご来院頂

き、リハ部の全スタッフが理論・実技についての講義を受けました。

　川平先生のレクチャーを受け、今後、更なる質の高い効果あるリハビリを提供

できるよう、理学療法科・作業療法科の勉強会にて定期的に実技練習を行い、

日々のリハビリに活用しています。

　人間の脳はたくさんの神経細胞と神経線維から成り立っています。運動

を司る脳の部分にも幾多もの神経線維が走っています。その神経の興奮水

準は、随意運動のときに最大となります。脳卒中や脊髄損傷により運動麻痺

が生じても、わずかに自分の力で動かすことができれば、それを繰り返し行

うことで神経の数を増やし、より難易度の高い運動に繋げていくことができ

ます。促通反復療法（川平法）は促通しながら繰り返し運動を行うことによ

り、その神経に刺激を与え続けて、効率的に回復へと導いていきます。

　川平先生の文献によると、通常のリハビリに加え、1つの関節運動につき1日100回

の促通手技を繰り返すことで、通常のリハビリのみの場合と比べて、有意に上肢･下

肢・手指の動きが改善したとの報告があります。この他にも、下堂園惠先生の文献で

は、通常のリハビリより川平法が麻痺の回復に効果があり、更に川平法+持続電気刺

激を併用する事で麻痺の回復が有意であったと報告されています。川平法について

は、実証的検討が全国の病院・施設で進められており、有効性を示す研究結果が多

数報告されています。

脳出血を発症し、左手に重い麻痺を患った40代の男性患者に対し、通常のリハビリに加え、1日100回の促通反復

療法を上肢･下肢･手指に実践した。

5ヶ月間、継続して行った結果、全く上がらなかった上肢は頭上まで上がるようになり、測定不能であった握力は

20kgまで改善、杖をつき歩いて買い物へと行けるようになり1人暮らしを再開されました。

　今回は、当院のハイブリッドリハの一環である

「促通反復療法（川平法）」について、ご紹介しま

す。当院では定期的に勉強会を開催してスタッ

フの技術向上を図り、脳卒中や脊髄損傷の患者

様のリハビリに多く活用しています。

（川平法）促通反復療法

4 くまりは広 報 誌 3 くまりは広 報 誌
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新
任
医

新
任
医

科

笑顔で挨拶を
心がけます

　

は
じ
め
ま
し
て
。2
0
1
8
年
2
月
1
日

に
熊
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
へ
赴
任
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、熊
本
大
学
病
院
・
熊
本
労

災
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
診
療
を
行

い
、主
に
急
性
期
の
患
者
様
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
診
療
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化
し
た
病
院
で
、回
復

期
や
在
宅
に
関
わ
る
こ
と
は
初
め
て
で
す
。

急
性
期
の
治
療
を
終
え
て
、ご
自
宅
に
近
い

病
院
に
転
院
さ
れ
て
か
ら
の
経
過
に
関
し
て

は
、今
ま
で
直
に
知
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。急
性
期
で
は
覚
醒
や
全
身
状
態
が

悪
く
離
床
が
進
ま
な
か
っ
た
患
者
様
が
、そ
の

後
ど
う
い
う
過
程
を
辿
る
の
か
は
、転
院
先

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
添
書
で
し
か
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。こ
こ
に
着
任
し
て
、患
者
様
が

毎
日
一
日
の
大
半
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

費
や
し
、病
棟
生
活
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
一
部
で
入
院
全
部
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
場
で
回
復
す
る
過
程
を
知
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。更
な
る
機
能
回
復
や
家
庭

復
帰
に
向
け
て
、御
家
族
を
取
り
囲
ん
で
、

様
々
な
職
種
が
関
わ
る
協
力
体
制
が
確
立
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
こ
こ
の
職
員
の
方
々
は
、皆
さ
ん
通
り
す

が
り
に
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
す
。顔
見
知
り
の

方
で
も
な
い
の
に
、に
こ
や
か
な
微
笑
み
で
ご

挨
拶
し
て
頂
け
る
の
で
、と
て
も
心
地
よ
い

気
分
に
な
り
、私
も
笑
顔
で
挨
拶
を
心
が
け

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、我
が
家
の
飼
い
犬
を

溺
愛
し
て
い
ま
す
。犬
種
が
違
う
15
歳
と
2

歳
で
体
重
差
も
7
㎏
と
26
㎏
と
違
う
の
で
、

行
き
た
い
場
所
も
ス
ピ
ー
ド
も
パ
ワ
ー
も
全

く
バ
ラ
バ
ラ
な
2
匹
を
毎
日
散
歩
さ
せ
て
い

ま
す
。犬
は
ち
ゃ
ん
と
躾
け
な
い
と
、散
歩
は

危
険
で
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。今
、私
は
犬

に
引
っ
張
ら
れ
す
ぎ
て
、左
肩
と
膝
を
痛
め
て

い
ま
す
。肩
は
動
か
す
度
に
弾
発
音
が
し
て
安

静
時
痛
が
あ
り
ま
す
し
、膝
は
立
ち
上
が
り

の
時
に
体
重
が
乗
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。更
年
期

を
前
に
自
分
の
身
体
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

も
行
い
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

肘
屈
曲
筋

前
腕
回
外
筋

神
経
路
が

増
加
!

肘
屈
曲
を
繰
り
返
し

運
動
す
る
と
…

肘
屈
曲
筋

促通

前
腕
回
外
筋

脊髄

電気
刺激

大脳 伸ばす

NESS H200 IVES

▲講義では、最新の科学的かつ効果的なリハ
ビリテーションの紹介もありました。

方法

結果
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写真7

写真8

6 くまりは広 報 誌

（
こ
ん
に
ち
は
）

文
章
／
シ
ャ
ス
ティ
ス
国
立
第
三
病
院

竹
内
寛
貴（
理
学
療
法
士
）

2
年
間
、途
上
国
で
活
動
す
る
こ
と

（ 

こ
れ
ま
で
の
1
年
と
残
り
の
1
年 

）

С
а
й
н
 б
а
й
н
а
 у
у
？

　

皆
さ
ん
、ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
は
見
え
る
け
ど
何
か
違
う
文
字
で
ど
こ
の

国
の
言
葉
な
の
だ
ろ
う
？
と
お
思
い
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
キ
リ

ル
字
と
い
い
、こ
の
文
字
を
使
っ
て
い
る
国
は
ロ
シ
ア
と
モ
ン
ゴ
ル
だ
け
で
す
。

そ
し
て
、い
ま
私
は
モ
ン
ゴ
ル
で
こ
の
字
や
言
葉
を
使
い
な
が
ら
青
年
海
外

協
力
隊（
以
下
：
J
O
C
V
）の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。J
O
C
V
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
隊
員
や
環
境
教
育
隊
員
、料
理
隊
員
や
医
療
隊
員
な
ど

様
々
な
職
種
が
あ
り
、僕
は
も
ち
ろ
ん
医
療
分
野
の
理
学
療
法
士
と
し
て
。　

　

モ
ン
ゴ
ル
は
ロ
シ
ア
と
中
国
の
2
つ
の
大
国
に
挟
ま
れ
た
国
で
、面
積
は
日

本
の
4
倍
ほ
ど
あ
り
ま
す
。人
口
は
3
0
0
万
人
程
度
で
、そ
の
半
分
が
首
都

の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
密
集
し
て
お
り
、僕
は
こ
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル（
以
下
：

U
B
）で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、世
界
で
最
も
寒
い
首
都
は
ど
こ
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？　

　

答
え
は
U
B
で
す
。U
B
の
夏
場
は
30
度
ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、9
月
頃
か

ら
気
温
が
下
が
り
始
め
、最
も
寒
い
時
期
に
は
マ
イ
ナ
ス
40
度
ま
で
冷
え
込
み

ま
す
。（
写
真
1
）今
年
の
最
も
寒
か
っ
た
時
の
気
温
で
す
。

　

U
B
で
の
生
活
居
住
区
は
ゲ
ル
地
区
と
言
わ
れ
る

場
所
と
ア
パ
ー
ト
で
の
生
活
が

主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

僕
は
ア
パ
ー
ト
に
住
ん

で
い
る
の
で
す
が
、多
く

の
ア
パ
ー
ト
は
パ
ー
ル
と

言
わ
れ
る
暖
房
機
器
が
あ
り
、こ
れ
は
ア
パ
ー
ト
の
壁
の
中
を
温
水
が
流
れ
る

こ
と
で
ア
パ
ー
ト
全
体
を
暖
か
く
す
る
仕
組
み
で
す
。こ
の
温
水
は
モ
ン
ゴ
ル
に

あ
る
火
力
発
電
所
か
ら
す
べ
て
の
ア
パ
ー
ト
に
パ
イ
プ
を
使
っ
て
送
っ
て
い
る

の
で
す
が
、最
も
寒
く
な
る
時
期
に
は
発
電
所
が
フ
ル
稼
働
し
、か
な
り
の

有
害
物
質
を
大
気
に
ば
ら
ま
い
て
い
る
状
況
で
す
。さ
ら
に
は
ゲ
ル
地
区
で
は

石
炭
を
燃
や
す
こ
と
で
暖
を
と
っ
て
お
り
、そ
れ
も
か
な
り
の
大
気
汚
染
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、冬
場
の
U
B
は
W
H
O
が
定
め
る
大
気
汚
染
基

準
の
20
倍
以
上
と
言
わ
れ
て
お
り
、時
折
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

北
京
大
気
汚
染
の
4
倍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
2
）特
に
U
B
で
は
P
M

2.5
よ
り
も
粒
子
が
大
き
い
P
M
10
と
言
わ
れ
る
有
害
物
質
が
大
気
を
汚
し
て

い
ま
す
。こ
れ
ほ
ど
の
大
気
汚
染
で
す
の
で
、最
近
の
デ
ー
タ
で
は
U
B
で
暮
ら

す
子
供
た
ち
が
20
歳
を
迎
え
た
時
、約
1/

4
の
人
た
ち
が
何
ら
か
の
肺
疾

患
を
患
っ
て
い
る
と
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
大
気

汚
染
の
問
題
は
か
な
り
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

そ
ん
な
僕
が
モ
ン
ゴ
ル
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
2
0
1
7
年
1
月
11
日
の

最
も
寒
い
時
期
で
、初
め
て
モ
ン
ゴ
ル
の
地
に
降
り
立
っ
た
時
に
は
マ
イ
ナ
ス

30
度
あ
り
ま
し
た
。そ
の
日
か
ら
も
う
1
年
以
上
が
経
過
し
、残
り
の
任
期

も
10
ヵ
月
を
切
り
、ど
う
有
意
義
な
活
動
に
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

　

今
回
は
こ
れ
ま
で
の
1
年
間
の
活
動
と
残
り
の
1
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
そ
の
前
に
、僕
の
配
属
先
の
病
院
に
つ
い
て
少
々
…

　

配
属
先
の
病
院
は
モ
ン
ゴ
ル
の
国
立
病
院
の
一
つ
で
、急
性
期
の
総
合
病
院

と
い
う
位
置
づ
け
で
す
が
、主
に
脳
血
管
疾
患
や
心
臓
疾
患
な
ど
を
中
心
と
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、モ
ン
ゴ
ル
で
唯
一
脳
卒
中
ユ
ニ
ッ
ト
と
心
疾
患
ユ
ニ
ッ
ト
を

持
っ
て
い
る
病
院
で
、私
は
リ
ハ
ビ
リ
科
の
中
で
こ
れ
ら
の
患
者
さ
ん
や
外
来

で
来
る
患
者
さ
ん
を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、リ
ハ
ビ
リ
科
に
い
る

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
は
理
学
療
法
士
10
名（
う
ち
5
名
育
休
中
）、海
外
で
研
修

を
受
け
た
作
業
療
法
士
2
名
が
在
籍
し
て
お
り
、モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
を
卒
業

し
た
理
学
療
法
士
の
内
の
約
1
割
が
活
動
先
に
い
る
状
況
で
す
。そ
の
為
、

リ
ハ
ビ
リ
の
拠
点
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
、個
々
の
ス
タ
ッ
フ
の
質
を
上
げ

て
い
く
事
が
私
の
一
番
の
要
請
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲写真
1

写真2

　

僕
た
ち
J
O
C
V
は
モ
ン
ゴ
ル（
そ
れ
ぞ
れ
の
任
国
）に
降
り
立
っ
て
、直

ぐ
に
配
属
先
に
派
遣
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。最
初
の
1
か
月
は
語

学
研
修
が
あ
り
、そ
の
国
の
言
語
を
学
び
ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
を
無
事
に
通

過
し
た
先
に
配
属
先
へ
と
派
遣
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
し
て
僕
も
無
事
に
配
属
先
へ
と
派
遣
さ
れ
た
の
で
す
が
、初
め
の
1
年
間

は
ひ
た
す
ら
言
葉
の
壁
と
闘
い
な
が
ら
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。1
年
を
過

ぎ
た
今
で
も
そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。患
者
さ
ん
を
診
る
に
あ
た
っ
て
、言
語

は
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。適
切
な
指
示
が
出
来
な
け
れ
ば
、間
違
っ
た
こ

と
を
教
え
て
し
ま
う
。な
か
に
は
そ
れ
で
症
状
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
…
そ
ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
の
活
動
で
し
た
。

　

そ
ん
な
1
年
間
で
僕
が
行
っ
た
こ
と
は
、◎
日
々
の
リ
ハ
ビ
リ
業
務
と
同

僚
へ
の
指
導
、◎
地
方
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
。こ
の
二
点
で
す
。

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、モ
ン
ゴ
ル
で
は
リ
ハ
ビ
リ
が
誕
生
し
て
間
も
な

く
、今
年
で
国
立
大
学
に
設
立
さ
れ
て
い
る
理
学
療
法
科
の
卒
業
生
が
5
期

生
ま
で
誕
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。人
数
に
し
て
モ
ン
ゴ
ル
全
土
で
約
1
0
0

名
程
度
の
卒
業
生
が
誕
生
し
て
お
り
、こ
れ
か
ら
発
展
を
遂
げ
て
い
く
分
野

だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
が
首
都
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

で
働
い
て
お
り
、地
方
に
は
殆
ど
リ
ハ
ビ
リ
職
の
人
は
い
ま
せ
ん
。そ
の
為
、

地
方
で
は
リ
ハ
ビ
リ
の
概
念
自
体
も
薄
い
の
が
現
状
で
す
。そ
こ
で
、地
方
で

働
く
医
師
や
看
護
師
を
対

象
に
、実
際
に
地
方
へ
と
出

向
き（
モ
ン
ゴ
ル
に
派
遣
さ

れ
て
い
る
医
療
隊
員
と
共

に
）、介
助
方
法
指
導
な
ど

の
リ
ハ
ビ
リ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
僕
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
実
際
に
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
が
、

モ
ン
ゴ
ル
人
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
質
の
向
上
も
含
め
て
、配
属
先
で

一
緒
に
活
動
し
て
い
る
理
学
療
法
士（
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
：
以
下
C
P
）や

同
僚
に
も
講
師
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。（
写
真
3
・
4
）そ
う
す
る

事
で
、近
い
将
来
僕
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
な
く
な
っ
た
時
に
、C
P
達
が

中
心
と
な
り
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
の
質
の
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い

か
ら
で
す
。そ
の
為
の
機
会
と
し
て
地
方
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
け
た
こ
と
は
非
常

に
大
き
か
っ
た
と
も
い
ま
す
。

　

し
か
し
、C
P
達
の
質
は
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
為
、日
々
の

業
務
の
中
で
一
緒
に
活
動
し
、リ
ハ
ビ
リ
に
対
す
る
考
え
方
や
方
法
、さ
ら

に
は
患
者
さ
ん
へ
の
接
し
方
な
ど
を
日
々
指
導
し
て
い
ま
す
。（
写
真
5
）と

い
っ
て
も
、僕
自
身
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
の
で
C
P
や
同
僚
と
一
緒
に
勉
強

し
研
鑽
し
て
い
る
状
態
で
す
。こ
の
一
年
間
で
、一
緒
に
学
ん
で
い
け
た
事
は

非
常
に
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

　

残
り
の
一
年
も
◎
日
々
の
リ
ハ
ビ
リ
業
務
と
同
僚
へ
の
指

導
、◎
地
方
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
の
2
点
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、1
年
間
活
動
し
て
見
え
て
き
た
問
題
点
も
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
、理
学
療
法
士
と
し
て
最
も
基
礎
と
な
る
評
価

が
出
来
て
い
な
い
と
い
う
事
で
す
。そ
の
為
、評
価
に
つ
い
て
の

勉
強
会
を
リ
ハ
科
内
で
1
回/

月
の
ペ
ー
ス
で
開
催
予
定
で

す
。こ
れ
に
よ
り
、任
期
終
了
後
に
は
活
動
先
の
C
P
を
含
む

同
僚
た
ち
が
評
価
に
基
づ
く
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
を
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
欲
を
出
す
の
な
ら
、同
僚
た
ち
が
院
外
に

い
る
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
達
へ
と
指
導
し
、モ
ン
ゴ
ル
全
土
で
の
質
の
向
上
に
繋
げ

て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
す
が
…
こ
れ
は
欲
張
り
す
ぎ
で
す
ね
！（
笑
））

　

冒
頭
で
は
モ
ン
ゴ
ル
の
大
気
汚
染
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
が
、モ
ン

ゴ
ル
は
自
然
あ
ふ
れ
る
非
常
に
き
れ
い
な
国
で
す
。地
方
に
行
け
ば
満
天
の

星
空
を
見
る
こ
と
が
出
来
、時
間
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
非
常
に
贅
沢
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま
た
夏
に
は
ナ
ー
ダ
ム
、冬
に
は
ツ
ァ

ガ
ー
ン
サ
ル
と
い
う
季
節
ご
と
の
祭
り
も
あ
り
ま
す
。少
し
匂
い
は
独
特
で
す

が
、羊
肉
を
使
っ
た
料
理
な
ど
の
伝
統
料
理
な
ど（
写
真
6
）も
楽
し
む
こ
と

が
出
来
ま
す
。も
し
モ
ン
ゴ
ル
に
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。リ
ゾ
ー
ト
地
と
は
違
う
楽
し
み
方
が
出
来
ま
す
よ
。（
写
真
7
・
8
）

写真3

写真5

こ
れ
か
ら
の
1
年

最
後
に

こ
れ
ま
で
の
1
年

▲写真6

写真4▶

5 くまりは広 報 誌

モ
ン
ゴ
ル
編

青
年
海
外
協
力
隊
活
動
報
告

ther storyrrryryyyyy

みんなの
WLB

【SERIES】

Everyone's
Work Life Balance

病
院
を
休
職
し
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
理
学
療
法
士
の
竹
内
寛
貴
さ
ん
か
ら
現
地
で
の
レ
ポ
ー
ト
が
届
き
ま
し
た
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  TEL：096-366-3666

いつでもどこでも短時間で効率よく効果が得られる
ながら運動第4シーズンです。
第1回は空気椅子運動の紹介です。

な らが 動運
のすすめ

病める人に愛と奉仕を
己の仕事に誇りと責任を
組織の中に英知と秩序を
そして理想の医療に向かって
一歩一歩前進しよう

MAP

１．地域ニーズに応えうる
高機能の総合リハビリテーション病院を目指します

２．患者様の権利を尊重し
満足して頂ける医療サービスを提供します

３．保健・医療・福祉の連携を推進し地域社会に貢献します

An Encouragement of exercise Season4《1》

1.足を肩幅より広めに開き、つま先を外へ向ける
2.声を出しながら20回数える。
3.お尻が椅子のつかない状態を20秒保持する。

【方　法】

膝痛の方は膝がつま先より前方に出ないようにしましょう。
息を止めてすると血圧が高くなる危険があります。

【注意点】

診療科目

院　　是 病　　院
基本理念

関連施設

空気イストレーニング

【効　果】
・ 脂肪燃焼  ・ 転倒予防  ・ 膝痛予防  
・ 筋力/筋肉量向上  ・ ヒップアップ

背筋を伸ばして、
両手は

膝の上におきます。
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